




 

  難治性喘息患児の治療上の問題点は多いが,我々が現在痛感しているの

は,(1)頻回の大発作に副腎皮質ステロイドホルモン(以下ス剤)を使用せざるを

得ず,特に長期投与の傾向が大きく如何に離脱して行くか,(2)殆んど恒常的に

ある小・中発作をコントロールするのに如何に安全且つ有効に気管支拡張剤等

を投与するか,(3)日常生活での活動性の低下に伴う諸問題－通常の学校生活へ

の不適応・家庭療養の限界,長期入院の必要性とそれに派生する精神的・身体的

諸問題－を如何に対策するかである。ここでは,我々の病院に入院中の難治性喘

息児に対し日常治療の中で試みたこれら問題点に対する対応策の経験を予報的

に報告する。 


